
  

令
和
２
年
度
の
村
内
各
保
育
所
及
び
児
童

ク
ラ
ブ
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員

◎
鬼
志
別
保
育
所

【
80
名
】

  

う
ち
、
乳
児
は
生
後
３
ヶ
月
以
上
３
名
、

３
才
。
未
満
児
は
１
歳
０
ヶ
月
以
上
12
名
を

限
度
と
し
ま
す
。

◎
浜
鬼
志
別
保
育
所

【
30
名
】

◎
猿
払
村
児
童
ク
ラ
ブ

【40
名
】

  

村
内
の
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児
童
を

対
象
と
し
ま
す
。

※
年
齢
は
い
ず
れ
も
令
和
２
年
４
月
２
日
現

在
と
し
ま
す
。

※
就
労
に
よ
り
３
歳
未
満
児
の
保
育
を
希
望

の
方
は
、
「
雇
用

（
予
定
）
証
明
書
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。

▼
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
緑

色
の
封
筒
に
入
っ
た
請
求
手
続
き
の
ご
案
内

が
９
月
以
降
に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
茶
色
の
封
筒
で
届
い
て
い
る
方
や
、
65
歳

で
年
金
の
請
求
す
る
方
な
ど
に
も
ご
案
内
が

届
い
て
い
ま
す
。

※
ご
案
内
が
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
、
世

帯
構
成
等
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
な
ど
は
受

給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。　

▼
手
続
き
は
、
は
が
き
形
式
の
請
求
書
に
氏

名
な
ど
を
記
入
し
、
12
月
27
日
必
着
で
提
出

し
ま
す
。
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
10
月
分
か

ら
の
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
請
求
書

（は
が
き
）
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
Ａ
４
の
請
求
書
が
届
い
て
い
る
方
は
年
金

事
務
所
へ
郵
送
く
だ
さ
い
。

▼
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、
口
座

番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、
手
数
料
な
ど
の
金

銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
年
金
事
務
所
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
０
９
２

▼
入
所
基
準

  

入
所
の
要
件
と
し
て
、
「
保
育
の
必
要
性
の

認
定
」
（
教
育
・
保
育
給
付
認
定
の
申
請
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
就
労
等

  

フ
ル
タ
イ
ム
の
ほ
か
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
自

営
業
な
ど
基
本
的
に
す
べ
て
の
就
労
を
含
む

（
１
ヶ
月
48
時
間
以
上
の
労
働
し
て
い
る
こ

と
を
常
態
と
し
て
い
る
こ
と
で
、
一
時
保
育

で
対
応
可
能
な
短
時
間
の
就
労
は
除
き
ま

す
。)

②
妊
娠
、
出
産

③
児
童
の
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

④
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
等
し
て
い
る
親
族

の
介
護
・
看
護

⑤
災
害
復
旧

⑥
求
職
活
動

（起
業
準
備
を
含
む
）

⑦
就
学

⑧
職
業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業
訓
練
を
受

け
て
い
る
こ
と

⑨
児
童
虐
待
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

⑩
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

⑪
育
児
休
業
取
得
時
に
、
既
に
保
育
を
利
用

し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利
用
が
必
要

で
あ
る
こ
と

⑫
そ
の
他
、
上
記
に
類
す
る
状
態
と
し
て
村

が
認
め
る
場
合

▼
入
所
手
続
き
に
つ
い
て

  

入
所
申
込
書
な
ど
の
用
紙
は
、
各
保
育
所

に
あ
り
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
押
印
の

う
え
、
各
保
育
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
料

【
３
歳
児
～
５
歳
児
】
令
和
元
年
10
月
か
ら

情

広

報

場

保
育
無
償
化
の
実
施
に
よ
り
、
保
育
料
は
発

生
し
ま
せ
ん
。

【
未
満
児
・
児
童
ク
ラ
ブ
】
保
護
者
の
村
民

税
額
を
も
と
に
兄
弟
姉
妹
の
入
所
状
況
な
ど

世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

※
料
金
は
、
入
所
決
定
後
に
保
護
者
に
通
知

し
ま
す
。

▼
給
食
費

  

保
育
料
無
償
対
象
の
３
歳
児
～
５
歳
児

は
、
村
条
例
の
規
定
に
よ
り
月
額
４
，

０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
収
４
７
０
万

円
未
満
相
当
世
帯
及
び
３
人
以
上
同
時
入
所

の
３
人
目
以
降
は
無
料
で
す
。

▼
申
込
期
限

  

令
和
元
年
12
月
27
日

（金
）

■
鬼
志
別
保
育
所　
　

 

☎
２
‐
３
６
６
６

■
浜
鬼
志
別
保
育
所　

☎
２
‐
３
０
７
０

 
 

今
月
25
日
は  

「道
村
民
税
の
第
４
期
」
と

「
国
民
健
康
保
険
税
の
第
６
期
」
の
納
期
で

す
。
納
期
内
納
付
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

  

口
座
振
替
を
設
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
振

替
口
座
の
残
高
確
認
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

▼
歳
末
警
戒
実
施
と
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

【
実
施
期
間　

令
和
元
年
12
月
28
日

（
土
）
～

30
日

（
月
）】

  

年
末
の
忙
し
い
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
火
を

取
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
、
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
こ
の
時
期
に
は
、
扱
い
慣
れ
た
火
で
も
、

僅
か
な
油
断
や
不
注
意
で
大
き
な
火
災
に
繋

が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
今
一
度
、
ご
家
庭

の

「
火
の
元
」
を
確
か
め
て
、
明
る
い
新
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

  

ま
た
、
猿
払
支
署
と
猿
払
消
防
団
で
は
、

期
間
中
、
歳
末
警
戒
巡
回
の
実
施
と
サ
イ
レ

ン

（
毎
日
、
午
後
６
時
に
１
回

・
30
秒
間
）

を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
住
民
の
皆
様
に
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

▼
ス
ト
ー
ブ
周
り
の
安
全
に
関
す
る
事
項

  

寒
い
季
節
と
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
を
使
う
頻
度

が
増
え
て
き
ま
す
。
洗
濯
物
な
ど
を
乾
か
す

た
め
に
、
ス
ト
ー
ブ
の
真
上
や
近
く
に
乾
か

す
行
為
は
非
常
に
危
険
で
す
。
ス
ト
ー
ブ
の

上
に
洗
濯
物
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
ら
火
災
に
つ

な
が
り
大
惨
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
危
険

で
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
令
和
２
年
新
春
消
防
出
初
式
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

  

令
和
２
年
１
月
６
日

（
月
）
猿
払
村
役
場

駐
車
場
及
び
役
場
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
、
新

春
消
防
出
初
式
を
挙
行
い
た
し
ま
す
。
挙
行

に
伴
い
ま
し
て
、
当
日
午
前
８
時
と
午
後
１

時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
い
た
し
ま
す
。　

  

北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
及
び
事

業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

（臨
時
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
に
適

用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金
が
、
次
の
と
お

り
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

▼
最
低
賃
金
額   

時
間
額
８
６
１
円

　
　
　
　
　
　

（前
年
度
比
26
円
の
引
上
げ
）

■
厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室

☎
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

 
 

今
年
度
の
緑
の
募
金
事
業
の
募
金
額
は

１
４
２
，
７
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
村
民

の
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
募
金
さ
れ
た
お
金
は
北
海
道
森
と
緑
の

会
に
全
額
寄
付
さ
れ
、
国
内
の
森
林
整
備
や

震
災
で
被
災
し
た
方
々
へ
の
支
援
、
子
供
達

へ
の
森
林
教
育
、
海
外
の
緑
化
支
援
等
に
使

用
さ
れ
ま
す
。

■
産
業
課
水
産
商
工
林
務
係

☎
２
‐
３
１
３
４

保
育
所
・
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
入
所
募
集
に
つ
い
て

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

 
 
 
 

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

北
海
道
最
低
賃
金
の
引
上
げ

令
和
元
年
度

 
 
 
 

緑
の
募
金
事
業
実
績
報
告

税
務
係
か
ら
納
期
の
お
知
ら
せ

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室 ▷農村環境改善センター

☎２－３６９５
▷教育委員会
☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

また明日

群 ようこ  著

ヤヨイ、 タカユキ、 ユリコ、 カツオ、 マスコ。
子供時代の一時期を共に過ごした同級生
５人は、 還暦を過ぎて再会した。
昭和30年代～平成の終わりまで、 ささや
かなようでいて、 いろいろあった人生を生
きてきた5人の物語。 誰もが自分の半生を
投影できる、 「普通の人」 を描き続けてき
た群ようこ、 真骨頂の感動長篇。

人間

又吉 直樹  著

祝祭と予感

恩田 陸  著

夢の森の

ティーパーティー

富安 陽子  著

犬がすきなぼくと

おじさんとシロ

山本 悦子  著

しぶがきほしがき

あまいかき

石川 えりこ  著

僕達は人間をやるのが下手だ。
38歳の誕生日に届いた、ある騒動の報せ。
何者かになろうとあがいた季節の果てで、
かつての若者達を待ち受けていたものと
は?
又吉直樹、 初の長編小説にして代表作誕
生!!

大好きな仲間たちの、 知らなかった秘密。
入賞者ツアーのはざま亜夜とマサルとなぜ
か塵が二人のピアノの恩師 ・ 綿貫先生の
墓参りをする 「祝祭と掃苔」。 芳ヶ江国際
ピアノコンクールの審査員ナサニエルと三
枝子の若き日の衝撃的な出会いとその後
を描いた 「獅子と芍薬」 などを含む全６編。

大ベストセラー 『蜜蜂と遠雷』
待望のスピンオフ短編小説集

信田家の子どもたち、 ユイ、 タクミ、 モエ
には、 重大な秘密がある。 それは、 三人
のママが、 じつはキツネだということ。 マ
マの親族のキツネたちが、 やっかいごとを
もちこむので、 一家は、 しょっちゅうトラブ
ルにまきこまれている。 今回は、 ユイが夢
で見た一軒の家からはじまる物語。 夢を
見てから、 ユイが体験するふしぎなできご
ととは…。

犬って、 いいな。 かわいいなあ…。 犬が
飼いたい!そんなぼくの前にあらわれたシロ
は、 あるおじさんが飼っている犬だった―。
本当に “すき”って、 どういうこと?野間児
童文芸賞受賞作家のせつなく、 あたたか
い物語。

季節は秋。 3人きょうだいの末っ子のちえ
ちゃんが、 初めての干し柿作りに挑戦しま
す。おいしい干し柿になるのを待つちえちゃ
んでしたが、 そんなちえちゃんの干し柿を
ねらって、 なんと夜に、 干し柿どろぼうが
やってきます。 勇気をふりしぼって布団の
中で干し柿どろぼうを待ち構えるちえちゃ
んですが…。
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